
バイオエタノール製造工程における統合プロセスの解析（A262）

主として生物プロセスを中心としたコスト，CO2排出量，エネルギ収支の評価

•コスト目標（100円／L）は達成可能？
•CO2削減効果は？
•エネルギ収支はプラス？

ライフサイクルアセスメント（LCA）手法を用いたプロセス評価

CaCCO法のプロセス解析 稲わら輸送時のモデル化
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バイオマス輸送時のCO2排出量CDは，エタノール変換効率ε
および水田密度rの関数で近似可能

Y=0.0054X-0.5Y=0.012X-1.5

* ただし，r = 0.12 * ただし，ε = 0.85
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・ CaCCOプロセスにより，CO2削減効果有し，且つエネルギ収支が
プラスとなるバイオエタノールの製造が期待される。
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・ 原料コストの占める割合（37%）が最も大きい

・ 酵素コストの削減（0.05%）がトータルコスト減少に寄与
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DiSC法のプロセス解析

•CaCCO法およびDiSC法のプロセス解析により，コスト目標（100円／L）達成のためには
原料コストおよび酵素コストの大幅な削減が必要であることを示した。
•CaCCO法およびDiSC法は，CO2削減効果を有し，且つエネルギー収支がプラスとなる
バイオエタノール製造法として期待されることを示した。
•稲わら輸送時のCO2排出量をモデル化し，バイオマス輸送の最適条件の検討に有用な
CO2排出量予測モデル式を構築した。
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